


2020年5月13日

2020年5月18日

2020年5月20日

出来上がっていた調書について削除を

は何度も上司に確認していたが、最終
的に削除してもらってサインをした。

上がっていた。
サインを出来ないと回答したところ、
「弁護士とお話をした事はあります

ります」と答えた。

日付 参考人



1 本件において、被疑者が代表取締役を務める大川原化工機株式会社の従業

意に反し、上記金の自宅に直接電話をかけたものである。
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別紙8

抗議文

令和2年3月23日
東京地方検察庁検事正殿
同次席検事 殿
同公安部長殿
同公安副部長殿
同検事塚部貴子殿

被疑者
弁護人
弁護人
弁護人

相嶋靜 夫

鄭
河村

志



なお、上記の合意は、多数の参考人が出頭要請を受けているため、その連

絡を一元化するために結んだものであり、なんら捜査を妨害するためのも

応じた参考人が存在している。

2 参考人は、本来は捜査に協力する法的義務がないにもかかわらず、任意

ればならないばかりか、私人としての日常生活も営んでいる。また、上記

はあくまで参考人にすぎないのだから、捜査に協力するに当たっては、同人

無神経な出頭要請の電話をかけることは言語道断である。このような行

が行われていては、上記 もちろん、上記会社の従業員ら参考人がプライ

バシーを尊重されない念を抱くのは当然であり、捜査に協力することに

不快感や抵抗感を抱くのもやむを得ない。

の協力の前提となる最低限度の頼関係を破壊するものである。
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のではないのはいうまでもない。現に、東京地方検察庁に出頭して取調べに
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3 よって、弁護人は東京地方検察庁による本件捜査における参考人取調べの

ための出頭要請の手法につき抗議する。

以上



昭和23年 生

から同日午後6時30分まで勾留の執行を停止する。

本決定を取り消されることがある。

1被告人は、次の（1）又は（2）のいずれかの場所に在所しなければならない。

2被告人は、逃げ隠れしたり、証拠隠滅と思われるような行為をしてはならない。

てはならない。

これは謄本である。

裁判所書記官

別紙 9
令和2年特 （わ）第858号令和2年3月31日公訴提起同月13日留

（刑事第1 3部係属）

勾留執行停・ 止決定
被告人 相嶋 靜夫

被告人に対する外国為替及び外国貿易法違反被告事件について、令和2年5月2

8日，主任弁護人小林貴，弁護人高田剛、弁護人鄭一志。弁護人河村尚及び弁護人瀬川慶から勾留執行停止の申立てがあったので、令和2年5月31日午前10時

釈放後は、淡の指定条件を忠実に守らなければならない。これに違反したときは、

指定 条件



昭和23年11月30日生

上、令和2年5月31日午前10時から同日午後6時30分まで勾留の執行を停止

釈放後は、次の指定条件を忠実に守らなければならない。これに違反したときは
本決定を取り消されることがある。

2 被疑者は、逃げ隠れしたり、証拠隠滅と思われるような行為をしてはならない。

てはならない。

同人の監督に服さなければならない。

別紙10

令和2年（記）第50009号 令和2年5月28日勾留

勾留執行停： 止決定
被疑者相嶋靜夫

被疑者に対する外国為替及び外国貿易法違反被疑事件について，弁護人高田剛，
弁護人河村尚及び弁護人小林貴から申立てがあったので、検察官の意見を聴いた

する。

指定条件
1 被疑者は、飲の（1）又は（2）のいずれかの場所に在所しなければならない。


